






　1933 年 3 月、世界経済崩壊の危機の最中に大統領に就任したフランクリン・D・ローズヴェル
トが、その最初の 100 日間に、緊急銀行法など景気回復のための経済政策を矢継ぎ早に進めていっ
たことは良く知られている。そのひとつが酒類の再合法化を認める法案（通称「ビール法案」）で
あった。ローズヴェルトはこの法案に同年 3 月 22 日署名したが、彼が酒類の製造販売を禁止した
ヴォルステッド法（1919 年制定）廃止に踏み切った背景には、未曾有の経済危機のなか、酒税に
よる連邦政府歳入拡大の必要性が横たわっていた 1。1933 年 4 月 6 日、14 年間にわたって禁止さ





























酒法推進勢力が施行のための努力を怠ったことが 18 条廃止の一因であると主張した 3。
　法の施行よりも、それが持つ象徴性に重点を置いて禁酒法運動を論じたのは、ジョゼフ・R・ガ
スフィールドであった。ガスフィールドによれば、19 世紀後半から 20 世紀初めの禁酒運動は「ア
メリカ文化における過度の道徳的完璧主義」の傾向を如実に反映したものであり、経済的観点に欠
けた「道徳的改革の典型」であった。また運動の推進者にとって禁酒法は、自らが所属する文化集




































































に取り組んだ。この禁酒党と 1880 年代から 90 年代にかけて強固な協力関係を築くのが、WCTU
であった 14。
（２）改良主義と禁酒法運動
　1873 年から 74 年にオハイオ州から中西部に拡大した「婦人十字軍運動（Women’s Crusade）15」









each, each for all）」のモットーが現実となった社会を目指していると述べていた。さらにウィラー
ド時代の 1880 年代から 90 年代にかけて、それまでの WCTU の超党派的な立場は、組織として禁
酒党を支持する党派的なものへと変わっていった。しかし広範な改革目標や禁酒党支持の姿勢は、
WCTU 内に深い亀裂を生じさせることになり、1898 年のウィラードの死去後、運動方針を単一争




































1914 年 12 月には、ASL の有力メンバーの一人でアラバマ州選出の下院議員であったリッチモン
ド・ホブソンが、憲法修正 18 条とほぼ同じ内容の法案を提出し、連邦議会で可決された。結局、
憲法修正に必要な 3 分の 2 以上の州の批准を得られず廃案となったものの、その後の禁酒法運動
にとっては追い風となった 20。




法修正第 18 条は 1917 年 8 月に連邦上院を、同年 12 月に下院を通過し、翌年 1 月、各州の批准
へとまわされた。1919 年 1 月までに 36 州で批准が完了し、これにより憲法修正第 18 条が確定す
る。第一次世界大戦の休戦協定に署名されてから約 2 ヵ月後のことであった。ちなみに、最終的に
は 48 州中、コネティカットとロードアイランドを除く 46 州で批准される。修正 18 条成立後、第
二項に則って、これを施行するための法律が連邦政府ならびに各州で制定された。連邦議会では、
1919 年 9 月に、0.5％以上のアルコールを含む酩酊性飲料（intoxicating beverages）の製造・販売・
運搬を禁じるヴォルステッド法 21 が成立し、翌年 1 月から施行された。
　このタイミングで、約 100 年にわたる禁酒運動が連邦法という実を結んだことに、第一次大戦
が深く関わっていたのは確かである。参戦に伴う経済統制など連邦政府の権限拡大が、20 世紀初












































































に激しく反発し、ボストンやボルティモアでは男女の労働者を含む 1 万人から 5 万人程度を集めた
－ 9 －
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に激しく反発した 34。戦時中に開催された修正 18 条に関する連邦議会の公聴会で、労働者からの
ヒアリングが行われなかったことも、特に労働組合員である人びとの反発に拍車をかけることに



























正 18 条が内包する連邦政府権力拡大を危惧する人びとによって 1918 年に結成された禁酒法条項
反対連盟（Association Against the Prohibition Amendment；以下 AAPA）の中心メンバーである。


























　NACW は、1914 年から 18 年に隔年で開かれた 3 度の年次大会において、全国禁酒法と女性参
政権の双方を支持する決議を可決し、18 年大会では連邦政府による酒類の禁止が「家庭と国家の
巨大な敵」を排除し、戦争に必要な食糧供給を確保すると言明した。禁酒法成立後は、中産階級の
アフリカ系アメリカ人によって、修正 18 条の履行と修正 14 条（市民の定義と州による市民権侵
害の禁止）および 15 条（黒人の投票権の保障）の履行とがセットで語られた。たとえば、NACW
の 1920 年大会で採択された 10 の決議の中には、「われわれはヴォルステッド法ならびに合衆国憲
法修正 18 条の施行を支持するとともに促すことを（議事録に）記録する。われわれはまた、合衆
国憲法修正 14 条ならびに 15 条の施行を合衆国議会に強く求める」との決議が含まれている 39。修
正 18 条およびヴォルステッド法の厳格な施行とその遵守は、人々の法や秩序への敬意を培い、そ
の結果、修正 13 条、14 条、15 条も守られる。彼らはこう信じていた。別の言い方をすれば、修
正 18 条の撤廃を成功させることは、修正 13 条、14 条、15 条の「死亡証明書にサインすること」
であった。実際、1919 年 3 月にニューヨークの労働組合のスポークスマンによって、ニューヨー
クの多くの労働者は、南部州における修正 15 条の実質的な無効化という前例がニューヨークにお






























全国禁酒法改革協会（Women’s Organization for National Prohibition Reform; 以下 WONPR）であっ
た。本節では、WONPR と WCTU の間の論争を中心にウェット派（全国禁酒法反対派）とドライ
派（全国禁酒法賛成派）の間で何をめぐって争われたのかを明らかにする。






























ンでキャンペーンを行った 1 週間に 1500 人もの会員を獲得している。WONPR によると、1933 年
































































　憲法修正第 18 条の存続には修正第 19 条（女性参政権）が必要不可欠と考えるドライ派の女
性たちは、勝ち得た女性参政権を「市民」として賢明に行使するよう呼びかけた。1920 年代に
WCTU 会長を務めたエラ・ブールは、男性政治家に次のように警告する。















































新設し、これは最終的には 4000 名に近いスタッフと 1300 万ドル（今日に換算して 1 億 8500 万ド
ル）の予算を持つまでになった。さらに、私的な「モラル・エージェンシー」を気取るアメリカ市













改革を目指す WCTU に対し、WONPR は逆に全国禁酒法を前例とした連邦政府権力拡大を懸念し、
その阻止を目的とした。
　目的を成就するため、WCTU も WONPR も手にしたばかりの投票権を行使するよう、それぞれ








する経済界の大立者が集う AAPA や WONPR が修正 18 条撤廃運動を展開するなか、大恐慌下の
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